
惜しみなく
出し合う

この連載ではBtoB分野のマーケティングを「目からウロコが落ち
たように」くっきりスッキリと理解していただき、今すぐ使える手
法と発想をお届けします。

はじめてのBtoBマーケティング
目からウロコがぽろぽろ落ちる連　載
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　大型連休はいかがお過ごしになりましたか。5月の
この大型連休のことを「ゴールデンウィーク」といい
ますが、この言葉は和製英語。1951年に生まれた言
葉です。
　1951年の暦を紐解いてみますと、4月29日の日曜
日が天皇誕生日、5月1日火曜日メーデー、5月3日木
曜日が憲法記念日、そして5月5日土曜日が子供の日
でした。この当時は土曜日を「半ドン」と言って、大
企業は昼まで仕事、中小企業ならば平日通りに仕事し
ているのが当たり前の時代。二日続きの休みや、週の
半ばにもう一日休みがあるというのは、貴重な休暇週
間でした。
　この1951年の連休の時に大映が制作した映画が大
ヒットを記録しました。正月と盆の時期を上回るほど
の大ヒットだったそうです。そこで、正月とお盆休み
以外に、映画の興行収入を増やすプロモーションとし
て、この時期をゴールデンウィークと名付けキャンペ
ーンをするようになりました。
　古くは「土用の丑の日」のように、ウナギが売れな
い夏の時期の販売を増やすために考えられたものも有
名です。土用の丑の日は、エレキテルなどで知られる
江戸時代の科学者、平賀源内のアイディアだといわれ
ています。
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●マーケティングなのか販促なのか?
　　このようなネーミングや、出来事化はマーケティ
ングなのでしょうか?　それとも販売促進活動なので
しょうか?　結果が出ればどちらでもよい、という意
見もあるでしょうが、考え方の筋道を整えておくこと
は「結果が出なくなったとき」に正しい道を見出すた
めに役に立ちます。かつての成功法則に拘泥するあま
り、道を見失なって自滅してしまったという事例は、
枚挙にいとまがありません。
　販売促進のことを、セールスプロモーションあるい
は単にプロモーションといいます。販売を促進すると
いうのは、カネとモノの交換の量とスピードと効率を
増やすことを言います。
　対して、マーケティングとは「商いを立てる」とい
う意味で用いられます。映画を見る習慣のない国で映
画の興行が立つようにする。あるいは、ウナギを食べ
る習慣のない土地で鰻料理を食べられるようにする。
このようなことが「商いを立てる」に当たります。こ
の説明からいうと、「ゴールデンウィークというネー
ミング」や「土用の丑の日という出来事化」は、セー
ルスプロモーションだということができます。

●惜しみなく出し合う
　商いを立てるという概念を紐解くと、「惜しみなく
出し合う」状態や関係や状況を産みだすことを表して
います。
　売買であれば、品質の良い商品を惜しみなく出し、
客は惜しみなく対価を支払う関係。あるいは、雇用関
係であれば、持てる能力を惜しみなく発揮し、その賃
金を惜しみなく支払う関係。このように表現すること
ができます。
　つまり、マーケティングは社外や顧客に向けたもの
だけではなく、社内に対しても重要なのです。社内に
向けたマーケティングを「インナーマーケティングや
インターナルマーケティング」と呼びます。
　社内へのセールスプロモーションという言葉も成立
しますが、社員相手に売り込みをしているような感じ
がして、違和感を感じませんか。
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●マーケティングは特別なことではない
　マーケティングは「惜しみなく出し合う関係の構築」
です。ですから、教育においても、行政活動においても、
親子の間や夫婦においても、マーケティングは効果を
発揮します。
　企業の購買活動においても、マーケティングは重要
です。サプライヤーから、惜しみなく製品やノウハウ
を出してもらえる関係を構築する。それはまさにマー
ケティング活動だからです。経理部門や総務部門にお
いても同様。社内を顧客とするマーケティング活動が
機能していると、業務効率と共に業務品質も高まりま
す。
　半面、マーケティング機能が劣っている組織や企業
は、一言でいうと「ブラック化」が進みます。惜しみ
なく出し合わない関係になります。やるべきことだけ
やる、やらされているからやる、いやいやシブシブやる。
そんな関係です。

●マーケティングを身に付けましょう
　マーケティングは特別なスキルではありません。専
門用語に惑わされると、難しくて理屈っぽいことのよ
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相談・問い合わせは、b2b@soway.co.jp
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うに感じるかもしれませんが、「惜しみなく出し合う」
という明確なゴールをイメージするだけで親しみやす
くなると思います。
　ゴールデンウィークというネーミングは、効果的な
セールスプロモーション。しかし、国民の祝日に関す
る法律（祝日法）によって、休みを増やしたり廃止し
たりすることは、マーケティングだといえます。惜し
みなく休むことができるようになり、惜しみなく余暇
を楽しむ経済を作り上げることができました。

　新緑の季節は、衣替えの時期でもあります。
　かつての知識や常識という「衣を脱いで」、新鮮な
マーケティング意識に衣替えしてみてはいかがでしょ
うか。
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